
令和８年５月 観光・国際交流課 

令和７年 観光客推定について 

１． 令和７年（１月～１２月）の観光客推定表の主要数値 

 令和７年 令和６年 増減 前年比 

観光客推定数 ６３５万８，４００人 ６００万３，９００人 ＋３５万４，５００人 +５.９％ 

外国人観光客推定数 ７４万４，５００人 ５３万５，３００人 ＋２０万９，２００人 +３９.１％ 

観光施設入込客数 ３６３万６，２００人 ３０４万６，２００人 ＋５９万人 +1９.４％ 

宿泊者数（市内全体） ２８９万３，６００人 ２６０万７，９００人 ＋２８万５，７００人 +１１.０％ 

宿泊者数（道後） ８１万８，５００人 ７６万９，３００人 ＋４万９，２００人 ＋６.４％ 

観光客推定消費額 ８１３億１，０８１万円 ８４３億８，３８４万円 ▲３０億７，３０３万円 ▲３.６％ 

 

２． 令和７年の特徴 

①道後温泉本館が令和６年７月に保存修理工事を経て、約５年半ぶりに全館で営業を再開し、

道後温泉でアート事業「蜷川実花 ｗｉｔｈ ＥｉＭ × 道後温泉 ＤＯＧＯ ＡＲＴ」を開催する 

ほか、大阪・関西万博でプロモーションするなどで、松山への旅行需要が増え、観光客推定

数は、昭和３９年に推定を開始以降、過去最高を記録。 

②加えて、国際定期路線の安定運航に向けて、愛媛県などと連携してプロモーションや 

市独自の助成を実施するなどし、外国人観光客推定数は、２年連続で過去最高を更新。 

③観光施設入込客数は、前年から５９万人増え、観光客推定数の増加数を上回る。 

  市内周遊を推進した結果と分析。 

④観光客推定消費額は、観光客の増加で、２年連続で８００億円を超え、地域経済を活性化。 

⑤交通機関別の利用割合は、航空、郊外・貸切バスなどが前年より増加し、鉄道と自家用車は

減少。※昨年に続き、近距離に比べ都市部からの旅行が増えていると分析。 

 
（ファムツアーの様子） 

 

（万博でのプロモーション） 


